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 民 事 罰
多くのリアクションを引き起こしたのは，改正草案の別の問題である。ま
ず，1266-条を参照しよう。民事責任に，真の予防的機能を付与することが
問題となる。すなわち，フランスでは，長い間，制裁的損害賠償の導入の可否
が論じられてきた。しかし，その導入には，つの大きな困難が存在し，躊躇
されていた。つは，制裁的損害賠償をどのように評価するのか，ということ
であり，もうつは，被害者を裕福にしてはならない，ということである。
改正草案に置かれた規定は，これらの批判に応えうるものである。
まず，民事罰が科されるのは，明白に重大なフォートがある場合である。す
なわち，無過失責任や，ネグリジェンスないし慎重さを欠く場合における責任
には，民事罰は科されない。そして，その額は，以下の点に従って多様である。
① 民事罰の額は，犯されたフォートの重大性，侵害行為者の支払能力（資
力），および，得られた利益によって決定される。
② 明確な基準に基づく範囲内に制限される。
③ 民事罰は，損害賠償基金または国庫に充当される。
④ 民事罰には，保険の適用はない。
Ⅴ 結 語
一般的な結論として，この改正草案は，かなりよいものである。多くの待ち
望まれていた改良が加えられ，現在の解決を覆すものでもない。
もちろん，いくつかの欠陥は存在する。とりわけ，あまりに多く存在する特
別な責任制度の全体に関わる問題を規律せず，結果債務と手段債務の区別につ
いても何も規律していない。このことは意外でもある。
しかし，今後の国会での審議が，さらに改正草案を改良するであろうと考え
ている。
【付記】本稿は，2017 年
月
日，立教大学太刀川記念館階多目的ホールにおい
て行われた公開講演会の講演原稿を翻訳したものである。
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